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アンゴラ共和国月報 

２０１９年３月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●日本政府は８０万米ドルをルンダ・ノルテ州の難民居住地に住むコンゴ（民）難民

支援のために拠出すると発表。 

●汚職疑惑で予防拘禁下にあったフィロメノ・ドス・サントス前アンゴラソブリンフ

ァンド総裁及びジャン＝クロード Quantum Global 社代表が釈放された。 

【外交】 

●５日～９日の日程でポルトガル大統領がアンゴラを訪問。ルアンダの他，ウイラ州，ベンゲ

ラ州を訪問。 

●１６日～１８日の日程で米国副国務長官がアンゴラを訪問。 

【経済】 

●ロウレンソ大統領は，今後政府は石油を担保としたクレジット・ライン融資取り付

けを行わないと述べた。 

●２２日，現代自動車はアンゴラで車両組み立て工場を建設すると発表。初期段階で

はバスやトラック等の組み立てを行う。

内政 

１．野党党首の交代 

９日，アンドレ・メンデス・デ・カルヴァーリ

ョ氏がシブクブク氏に代わり新 CASA-CE 党首に就

任。２月末，党内におけるシブクブク前党首への

信用の欠如から同氏に代え新党首を擁立する動き

が加速していた。シブクブク前党首は党首の座か

ら退いた後，党首交代のプロセスは公正でなかっ

たとして憲法裁判所に異議を申し立てている(JA 

3/10)。 

２．日本の難民支援 

日本政府は国際機関からの要請に応じ８０万米

ドルをルンダ・ノルテ州の難民居住地に住むコン

ゴ（民）難民支援のために拠出すると発表した。

同援助はロヴア難民居住区に住む６５０以上の世

帯に対する人道的支援を目的としている(DN 

3/12)。 

３．公的資金を利用した私的投資 

ベンゲラ州を訪問中のロウレンソ大統領は，自

身が大統領に就任するまでに実施された公的資金

が使用された私的投資案件について調査を行うた

めに多分野横断委員会を立ち上げ，係る状況を精

査したところ，約４７億米ドル相当の私的投資が

公的資金を通じて実施されたとの結論に至ったと

述べ，この結果に対し「ショックを受けるととも

に憤りを感じる」と述べた(DW 3/14)。 

４．フィロメノ・ドス・サントス氏の釈放 

２０１８年９月２４日以来予防拘禁下にあった

ジョゼ・フィロメノ・ドス・サントス前アンゴラ

ソブリンファンド総裁が釈放されたとポルトガル

通信(LUSA)が報じた。同情報はアンゴラ検察局及

び刑務所側が LUSA に対し明らかにしたもので，

釈放の理由については不明(OBS 3/24)。 

５．ジャン＝クロード氏の釈放 

検察局は２０１８年９月２４日以来予防拘禁さ

れていたジャン＝クロード・バストス・デ・モラ

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/casa-ce-admite-desistir-das-eleicoes-autarquicas
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/casa-ce-admite-desistir-das-eleicoes-autarquicas
https://www.dn.pt/lusa/interior/japao-doa-quase-700-mil-euros-para-apoiar-refugiados-congoleses-em-angola-10672022.html
https://www.dn.pt/lusa/interior/japao-doa-quase-700-mil-euros-para-apoiar-refugiados-congoleses-em-angola-10672022.html
https://www.dw.com/pt-002/angola-presidente-considera-chocante-e-repugnante-desvio-de-4100-meuro-em-fundos-p%C3%BAblicos/a-47921007
https://observador.pt/2019/03/24/filho-de-jose-eduardo-dos-santos-libertado-da-prisao/
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イス Quantum Global 社代表が釈放されたと表明。

またアンゴラ政府は Quantum Global 社が運用し

ていた総額３３億米ドル（内金融資産２３億米ド

ル）のアンゴラソブリンファンドの資産を回収し

たと発表した(OBS 3/22)。 

６．南部アフリカ解放の日 

２３日，ロウレンソ大統領はクイト・クアナヴ

ァーレで開かれた南部アフリカ解放の日を祝うセ

レモニーに参加し，クイト・クアナヴァーレとい

う場所は南部アフリカの人々にとって歴史的な遺

産であると述べた。同セレモニーには，コンゴ

（共），ナミビア，ザンビア，コンゴ（民）の国

家元首及び南ア，キューバ，ロシア，モザンビー

クからの特使が参加した(AP 3/23)。 

 

外交 

１．ポルトガル大統領のアンゴラ訪問 

（１）６日(JA 3/7) 

ア アンゴラ及びポルトガル大統領は共同記者会

見を開き，ポルトガル大統領は，アンゴラ政府が

ポルトガル企業に負う総債務額の２／３が返済さ

れようとしており，返済プロセスが開始したのが

約７ヶ月前であることを踏まえると極めて迅速な

対応であると述べた。 

イ 大統領官邸にて両国大統領は会談を行った。

会談後ロウレンソ大統領は，今回新しく１１の協

定の署名が実施され，過去７ヶ月間において合計

３５の二国間協定が結ばれたことを受け，両国の

協力関係が強化されていると述べた。 

（２）７日(JA 3/8) 

ポルトガル大統領はウイラ州政府を訪問し，今

後より多くのポルトガル企業がウイラ州に投資を

行うことを約束した。同大統領によればポルトガ

ル企業は同州の農業，農業牧畜，観光，鉱業部門

への参入に関心を有している。 

（３）８日(JA 3/9) 

ア ベンゲラで開催された「第５回アンゴラ・ポ

ルトガル企業家フォーラム」にて，ポルトガル大

統領は，投資を促進するための政治的，企業的関

心は高まってきており，アンゴラ政府の意向をく

み取り，ポルトガル企業はアンゴラ内陸地におけ

る投資を促進するようにと呼びかけた。 

イ マヌエル・ヌネス・ジュニオル大統領府経

済・社会開発大臣は，政府がポルトガル企業に対

して負う債務について，アンゴラ政府は既に１億

７６００万ユーロを返済してきており，同額は現

在確認されている債務総額（２億８０００万ユー

ロ）の約６割を占めると発言。 

（４）９日(JA 3/10) 

ア アンゴラとポルトガルが共同声明を発表した。

同声明文では両国がこれまでに署名した合意文の

履行状況を評価するための特設委員会を設立し，

今年上半期及び下半期に会合を開くことについて

記載されている。 

イ 訪問最終日，レベロ・デ・ソウザ大統領は，

ロウレンソ大統領の進める諸政策を支持するとし，

今回の訪問を肯定的に評価。 

２．アンゴラ・ＥＵ関係 

（１）ルアンダにて開催された「Caminho 

Conjunto Angola-União Europeia」と題された第

４回閣僚レベル会議において，アウグスト外務大

臣は， アンゴラ・ＥＵ間の協力の形は現在の

「原材料を工業製品の生産者（ＥＵ）に向け輸出

する」モデルから脱却し，双方の発展を強化する

メカニズムを構築するものに転換する必要がある

と述べた(AP 3/11)。 

（２）１２日，ＥＵはアンゴラ政府と４つの社

会・ガバナンス部門におけるプログラム実施に係

る融資合意に至った。一つ目は水分野で総額１億

ユーロ。二つ目は高等教育分野で１３００万ユー

ロ，三つ目は財政管理・経済ガバナンス分野で５

００万ユーロ，最後にＥＵとアンゴラとの共同プ

ログラムである「Caminho Conjunto」に対し４０

０万ユーロを融資する(JA 3/12)。 

３．外相の南部アフリカ諸国訪問 

（１）７日，アウグスト外務大臣はロウレンソ大

統領からの親書を携え南部アフリカ諸国訪問を開

始した。外務大臣はコモロ諸島，モーリシャス，

南ア，モザンビークを訪問予定であり，既にコモ

https://observador.pt/2019/03/22/angola-recuperou-mais-de-2-milhoes-de-euros-do-fundo-soberano/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/2/12/considera-Cuito-Cuanavale-patrimonio-Africa-Austral,e59fefd3-93fe-49f0-acfa-e45420040b47.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/2/11/Angola-quer-novo-modelo-cooperacao-com,125808f9-7118-4c9a-83d1-9be5ff95c114.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/100-milhoes-de-euros-para-agua
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ロ諸島及びモーリシャスについては訪問を終えて

いる(JA 3/9)。 

（２）９日，プレトリアにてアウグスト大臣はラ

マポーザ大統領を訪問しロウレンソ大統領からの

親書を手交した。外務省のプレスリリースによれ

ば，同日アウグスト大臣はマプトに向かいニュシ

大統領に対してもロウレンソ大統領からのメッセ

ージを手渡した。今回の外相の南部アフリカ諸国

訪問はアンゴラとの友好及び協力関係強化を目的

としている由(JA 3/11)。 

４．フィンランド外相の訪問 

１２日，アウグスト外務大臣と当地を訪問中の

ティモ・ソイニ／フィンランド外務大臣は二国間

政策の協調についてのメカニズムを構築していく

内容の覚書に署名を行った。今後両国は通信，情

報技術，高等教育，教育，金融分野等での協力を

強化していく意向。ソイニ外相は二日間の日程で

ルアンダを訪問している(JA 3/13)。フィンラン

ド外相は，現在同国はナミビアからアンゴラを兼

轄する体制をとっているが，今後アンゴラに大使

を駐在させる意向であると述べた(JA 3/14)。 

５．アンゴラ・ハンガリー関係 

１３日，ルアンダを訪問したシーヤールトー・

ペーテル／ハンガリー外務貿易大臣はアウグスト

外務大臣と会談を行った。当国外務省のプレスリ

リースによれば，ハンガリーは自国企業のアンゴ

ラへの投資促進のための環境作りのために新しい

取決めを結ぶ必要性があるとしており，両国は近

日中に様々な分野における協定に署名を行う予定

である(JA 3/14)。 

６．アンゴラ・イスラエル関係 

１１日，ルアンダを訪問中の Shay Rinky イス

ラエル経済・工業副大臣はアゼベド鉱物資源・石

油大臣との会談の後，同国はアンゴラのダイヤモ

ンド産業におけるプレゼンスを拡大したい意向で

あると述べた(JA 3/12)。 

７．米国務副長官の訪問 

（１）１６日夜にルアンダに到着したジョン・サ

リバン米国国務副長官は，当地ジャーナリストと

の会合において，米国法務省，ＦＢＩ，その他機

関はアンゴラ政府が進める違法に国外に送金され

ている資産を国内還元させるプロセスを支援する

と述べた。国務副長官は，ロウレンソ大統領が実

施する汚職対策はアンゴラ経済への信用回復及び

ビジネス環境を整える上で極めて重要であると評

価した。１８日，サリバン国務副長官はロウレン

ソ大統領，アウグスト外相等との会談の他，貿

易・投資カンファレンスに出席する予定(JA 

3/18)。 

（２）１８日，ルアンダを訪問中のジョン・サリ

バン米国国務副長官は，同国財務省のミッション

がアンゴラを訪問し，アンゴラ政府と汚職や資金

洗浄といった問題に係る議論を行う予定であり，

これは米国銀行の信頼回復を促進し，米ドル建て

コルレス業務を再開させる上で極めて重要なプロ

セスであると述べた。国務副長官はまた，米国は

２００万米ドルをアンゴラにおける地雷除去分野

に支援すると述べた(JA 3/19)。 

（３）１８日，第二回アンゴラ・米国人権戦略対

話の開会式において，Scott Busby 米国国務省民

主主義・人権・労働局副次官補は，アンゴラが同

性愛者への差別をなくすために行っている努力は

賞賛に値し，このアンゴラの姿勢はアフリカ地域

の他の国にも波及するものであると述べた(OBS 

3/19)。 

８．ルワンダ大統領の訪問 

（１）２０日，ポール・カガメ／ルワンダ大統領

はロウレンソ大統領の招待に応じ２日間のアンゴ

ラ訪問のためルアンダに到着した(JA 3/20)。 

（２）２１日，２日間のアンゴラ訪問日程を終え

たカガメ大統領はロウレンソ大統領と共に共同記

者会見に臨んだ。この場でロウレンソ大統領はル

アンダとキガリとを結ぶ直行便が２０１９年上半

期中に就航すると発表。アンゴラとルワンダの両

国は今後の２国間協力の重点分野として農業，観

光，情報技術，安全保障分野等を挙げている(JA 

3/22)。 

９．スペインの協力 

スペイン産業・通商・観光省の国際協力ファン

ドは，２５８万６０００ユーロをアンゴラ環境省

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/manuel-augusto-visita-paises-da-africa-austral
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente-sul-africano-recebe-manuel-augusto
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/memorando-regula-cooperacao-bilateral
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/finlandia-cria-condicoes-para-embaixador-residente
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/memorando-regula-cooperacao-bilateral
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/fbi-vai-ajudar-a-recuperar-dinheiro-roubado-de-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/fbi-vai-ajudar-a-recuperar-dinheiro-roubado-de-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/representante-do-tesouro-vem-trabalhar-em-angola
https://observador.pt/2019/03/19/governo-norte-americano-elogia-avancos-de-angola-no-respeito-pelos-direitos-humanos/
https://observador.pt/2019/03/19/governo-norte-americano-elogia-avancos-de-angola-no-respeito-pelos-direitos-humanos/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/paul-kagame-ja-esta-em-luanda
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/voos-entre-luanda-e-kigali-ainda-este-semestre
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/voos-entre-luanda-e-kigali-ainda-este-semestre
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が実施するプログラムに拠出する。プログラムの

内容は，国指定の保護区におけるインフラ敷設，

様々な品種に係る電子カタログ作成，テクノロジ

ーを駆使した保護区の監視システムを構築するも

の。プログラム実施団体はスペインの SATEC 社で

ある由(JA 3/23)。 

１０．中国との司法協力 

２５日，北京を訪問したフランシスコ・ケロス

法務・人権大臣は中国と司法分野における協力を

強化する内容の覚書に署名を行った。同文書では，

法律草案に係る知見の共有，人材育成等を行う旨

記載されている(JA 3/29)。 

１１．ロシアとの軍事協力 

ロウレンソ大統領は，アンゴラはロシアとの軍

事・技術協力を強化する意向であり，将来的に同

国から軍事機器を輸入するだけでなく，当地にて

生産出来る工場を設立する考えがあることを明ら

かにした(NJ 3/28)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版

の２月期年間インフレ率は，17.56%。月間物価上

昇率は 3.32%。 

最も物価上昇に影響を与えたのは，保健

（1.47%）,モノ・サービス（1.38%），レジャー・

レクリエーション・文化（1.30%）,食料品・非ア

ルコール飲料（1.29%） 

 

 

（２）金利 

３月２９日，金融政策委員会（CPM）が開催さ

れ，政策金利を１５．７５％で維持することを決

定。 

 

 

（３）為替市場 

 ３月３１日，為替相場は１USD＝318.14392AKZ

で推移。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 
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ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ限界貸出ファシリティ 

ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ流動性吸収ファシリティ（７日） 

再割引利率 

LUIBORオーバーナイト物貸付金利 
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（百万クワンザ） 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/espanha-financia-projecto-ambiental
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola-e-china-assinam-memorando-na-justica
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/angola-prepara-se-para-ter-fabricas-de-armamento-russo---pr-69275.html
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（５）マネーサプライ統計 

 

 

 

（６）ＧＤＰ及び成長率 

 

 

 

（７）主要貿易統計 
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3,865,442    3,957,589    4,098,115    4,032,576    4,142,574    4,238,462    
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２．石油・ガス 

（１）新しい石油埋蔵の発見 

ソナンゴルはＥＮＩがオペレーターである第１

５／０６鉱区において新しい石油埋蔵が発見され

た旨発表。埋蔵量の推定は約４億５０００万バレ

ル～６億５０００万バレルで，将来的に日産平均

約２万バレルの生産が期待される(NJ 3/13)。 

（２）ソナンゴルの海外事業 

仏トタルとソナンゴル及びサントメ・プリンシ

ペ政府は，サントメ・プリンシペの経済特区内鉱

区での石油開発に係るＰＳ契約に署名を行った。

権益構成の内訳は，トタルが５５％，ソナンゴル

が３０％，サントメ・プリンシペ政府が１５％と

なる(JA 3/17)。 

（３）韓国製ドリルシップ 

２１日，釜山にてソナンゴルが発注した２隻の

ドリルシップの内の１隻の命名式が開催された。

ドリルシップは「Libongos」と命名され，同式典

にはアナ・ディアス・ロウレンソ大統領夫人，サ

トゥルニノ・ソナンゴル総裁が参加した(JA 

3/23)。 

（４）石油を担保にした融資取り付け 

ロウレンソ大統領は，クレジット・ラインによ

る融資取り付けの際，石油を担保にすることを今

後行わないと述べた。この方針は中国の他，同様

の条件で融資契約を結んでいるブラジルやイスラ

エルにも適応されると付言した(ME 3/28)。 

３．公社民営化議論 

資産・政府参画管理院(IGAPE)は，ルアンダ－

ベンゴ経済特区内に建設されている５２の工業施

設の内７つを民営化する方針であり，実現すれば

政府は８０００万米ドルの収入を獲得する試算で

ある由。現状当該施設の獲得に関心を示している

企業の大部分は国内企業であり，獲得に関心を示

している全企業の内海外企業の占める割合は１

０％程である(AN 3/11)。 

４．アンゴラ格付け 

１１日，Moody’s は，アンゴラに対する B3 の

評価に関し，石油価格が低調であった間，政府債
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http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/eni-e-sonangol-anunciam-descoberta-gigante-de-poco-com-ate-650-milhoes-de-barris-68089.html?utm_term=Novo+Jornal+-+Newsletter+Bom+Dia%2C+Sim&utm_campaign=Newsletters&utm_source=e-goi&utm_medium=email
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/total-e-sonangol-avancam-com-parceria-em-sao-tome
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sonangol-baptiza-navio-sonda-na-coreia-do-sul
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sonangol-baptiza-navio-sonda-na-coreia-do-sul
https://mercado.co.ao/economia/angola-admite-deixar-de-pagar-divida-com-petroleo-diz-joao-lourenco-KX426628
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60567/so-um-em-cada-dez-interessados-nas-fabricas-da-zona-economica-especial-e-estrangeiro
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務は大きくふくらんでおり，２０１８年の政府債

務（対ＧＤＰ）は７５％超となった。経済成長の

展望は緩やかなものとなる見込みであり，同格付

けは適切なものであるとのコメントを発出(OBS 

3/11)。 

５．３月の外貨放出予定 

３月，アンゴラ中央銀行は総額７億米ドルの外

貨を価格オークション(Leilão de Preço)及び量

的オークション (Leilão de Quantidade)（主に

Ｌ／Ｃ）を通じ市場に放出する予定である(JA 

3/2)。 

６．世銀高官の訪問 

１６日，ハフェズ・ガネム世銀副総裁（アフリ

カ地域担当）は３日間のアンゴラ訪問を終え，

「アンゴラの将来への大きな期待感を持って今回

の訪問を終える。訪問を通じ経済開発及び貧困撲

滅の目標達成に向けた政府，市民社会，コミュニ

ティーの気概を感じた」と述べた。世銀は２０１

６年以来，家族農業及び生産品の商業化を目的と

する総額７０００万ドルのプロジェクト（MOSAP 

II）を通じた支援を行っており，既にウアンボ，

ビエ，マランジェ州に住む９０００人以上の農民

が同プログラムにより裨益している由(JA 3/17)。 

７．UNITEL 株主総会 

（１）１９日にタラトナにて UNITEL の株主総会

が開催され，２０１９／２０２１期においてイザ

ベル・ドス・サントス氏が取締役会メンバーに留

任することが決定した。現在同氏は UNITEL の取

締役会会長を務めているが，イザベル氏が会長職

に留任するかについては次の総会で決定される見

込み(OBS 3/19)。 

（２）１９日，ミゲル・ジェラルデス氏がイザベ

ル・ドス・サントス氏に代わり UNITEL 取締役会

会長に就任した。新取締役会メンバーは，ジェラ

ルデス氏，イザベル氏に加えその他３名の合計５

名で構成される。現体制は２０１９年５月６日ま

で続き，同日再度取締役会会長を選出する選挙が

行われる見込み(OBS 3/20)。 

８．銀行部門再編 

４月，アンゴラ中央銀行は１２の市中銀行の資

産評価を行う予定である。同取り組みはＩＭＦが

実施を推奨するもので，BAI, BFA, BPC, 

Millennium Atlantico 等の大手国内銀行も評価

対象となっている(EX 3/20)。 

９．外貨準備高の下落 

アンゴラ中央銀行の速報値では，２月末時点で

の外貨準備高は１０５億米ドルとなり，過去１３

年間で最も低い水準を記録(NJ 3/22)。 

１０．現代自動車が車両組み立て工場を建設 

２２日，現代自動車はアンゴラで車両組み立て

工場を建設すると発表。同発表は同社代表がロウ

レンソ大統領との会談を持った後に発表されたも

ので，初期段階ではバスやトラック等の組み立て

のみを行う予定である(ME 3/22)。 

１１．Movicel の新パートナー 

当地通信会社大手の Movicel は英 Vodafone と

のパートナーシップを模索してきており，来週２

６日，当地にて両社は連携に関する合意書に署名

を行う予定である。現在 Movicel は国内携帯電話

キャリアシェアの２割を保持している(ME 3/22)。 

１２．TAAG 一部民営化 

アブレウ運輸大臣は，アンゴラ国営航空(TAAG)

の一部民営化は今年末までに実施される予定であ

ると話した。昨年発出された大統領令第 275/18

号は，条件付きではあるが最大で同社の２９％の

株式を民営化することを許可している(EX 3/22)。 

１３．デロイトの調査結果 

デロイト社がアンゴラで活動する企業を対象に

調査を実施した。調査対象となった企業の財務部

長の５１％が，２０１９年の自社の業務成績につ

いて現時点で前向きな印象を抱いており，これは

ビジネス環境が改善に向かうとの前提が存在して

いるためであるとした。尚この先３年間における

見通しについては，調査対象者の９割以上がポジ

ティブに捉えている(JA 3/29)。 

 

 

 

 

https://observador.pt/2019/03/11/moodys-aponta-angola-com-divida-a-subir-e-perspetivas-economicas-modestas/
https://observador.pt/2019/03/11/moodys-aponta-angola-com-divida-a-subir-e-perspetivas-economicas-modestas/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/banca/bna-vai-disponibilizar-700-milhoes-este-mes
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/banca/bna-vai-disponibilizar-700-milhoes-este-mes
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/dirigente-do-banco-mundial-constata-projectos-agricolas
https://observador.pt/2019/03/19/isabel-dos-santos-reeleita-para-conselho-de-administracao-da-angolana-unitel/
https://observador.pt/2019/03/20/portugues-que-vai-liderar-operadora-angolana-unitel-promete-transicao-suave/
http://www.expansao.co.ao/artigo/110453/bna-vai-avaliar-qualidade-dos-activos-de-12-bancos-em-abril?seccao=exp_tec
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/reservas-internacionais-recuam-para-menor-nivel-dos-ultimos-13-anos-69203.html
https://mercado.co.ao/negocios/hyundai-vai-montar-veiculos-em-angola-GB416181
https://mercado.co.ao/negocios/movicel-alia-se-a-operadora-movel-inglesa-vodafone-JX415784
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/empresarios-preveem-resultados-positivos-este-ano
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